
6－14  滋賀県南部の地震（1990年1月11日・M4.9）

On the Earthquake(M4.9)in the Southern Part of Shiga Prefecture,
January 11,1990

　　　　　　　　気象庁地震予知情報課

Earthquake　Prediction　Information　Division

　　　　　  Japan　Meteorological　Agency

　滋賀県南部で1990年1月11日20時10分頃，M4．9の地震が発生，最大震度は4（奈良）を観測した

［第1図］。

　この地震による人損は発生しなかったが，一部地域で建物の外壁崩落や窓ガラス破損等の物損が

生じた。

　メカニズムは，東西圧縮の逆断層型［第2図一①］である。最近この付近で発生した同規模の地

震のメカニズムに，圧縮軸はほぼ同じだが横ずれタイプのものがある［第2図一②］。これは1979年

10月16日07時45分のM4.9（深さ10㎞）の地震であり，今回の地震の発生場所から北北西方向約20㎞

のところに発生した。この地震の震源の深さは，今回のものよりやや浅い。この付近では深さが浅

いと，横ずれタイプとなる場合が多い。

　この周辺では，1965年以降：M4クラス以上の地震は，それほど多くはなく，今回を含め10個，最

大は1985年10月3日のM5.1（最大震度：3）である［第3図一（1）］。

　今回の地震の余震活動は，きわめて低調で，震源決定されたものは11日のM3.0と12日のM2.4の

2個。なお，先行地震とみられるものが1個（12月8日・M2.9）あった［第3図一（2）］。

　この周辺域における1926年以降の被害地震は4個である［第4図］。

注：1989年9月1日からの資料は暫定。なお，本震の再計算結果(最終値）は，M4.9・深さ11.2㎞，35°06.6’N・

　  135°58.7’E。
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　　　第1図　滋賀県南部の地震の震度分布（1990年1月11日・M4.9）。

Fig．1　Distribution　of　seismic　intensities　for　the　earthquake in the　southern　part　of Shiga　Pref.
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第2図   地震のメカニズム解（上半球投影）。

①：1990年1月11日・M4.9，②：1979年10月16日・M4.9。●：押し，○：引き。

Fig.2  Focal mechanism solutions. (Projected on the upper hemisphere).

　  　● : up, ○ : down.
　  　① : Jan.11,1990･M4.9, ② : Oct.16,1979･M4.9．
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第3図   滋賀県南部の地震活動

（1）：1965年1月1日～1990年1月11日・M：4.0以上，

（2）：1988年1月1日～1990年1月31日。

①：震央分布，②：時空間分布。

Fig.3　 Seismic　activity　in　the　southern　part　of Shiga　Pref.

　　　(1):Jan.1,1965 - Jan.11,1990･M≧4.0,　(2):Jan.1,1988 - Jan.31,1990.

　　  ①:Epicentral distribution, ②:Space-time plot.
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第4図　被害地震（1926年1月1日～1990年1月11日）

Fig.4　Damaging　earthquakes, Jan.1,1926 - Jan.11,1990.
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